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＜連絡事項＞

· 本日、病院監査実施により、飯野SGM、山田TOL不在。

· 明日6/23（水）午前中～八木橋牧雄様デイナイトケア見学予定。

· 6/24（木）16：00～17：00関下悟様ナイトケア見学予定。

· デイナイトケア入浴介助について、青風荘スタッフが実施して頂けるよう調整を行なっていく。

· プログラムのグループ分けを、各担当分確認し修正すること。

· 喫煙者が当番制で灰皿片付けを実施していくよう声かけを行なっていく。デイナイトケアは今週より実施している。

＜利用者様情報＞

鈴木　恵美子様～ハマさんという方から、「3000円を返して欲しい」と本人に伝言があったと医事から連絡あり。本人に詳細確認すると、ハマさん＝娘様でお金を借りているのではなく、娘様にお金を渡す約束をしていたのだと話す。「病院に電話するなって言ってるんだけど、してくる」と話す為、根本的に娘様に対して生活面の援助をしすぎていること、徐々に娘様の自立を促していく必要があること説明。

繁名　和恵　様～吐気と頭痛があり、本日はデイケア欠席したいと本人より電話連絡あり。青明舎にも自分で連絡をするよう説明している。

冨田　紀子　様～2週間ぶりに来所している。病院の検査では異常がないと言われたが、吐気が続いており、グループホームでの食事は野菜をやわらかく煮たものばかりを食べていたと話されている。本日は人形作りを出来る状態ではないとのことで、プログラムに参加している。また、5/7の昼食代未納分を本日納入。本人使用している個室に落ちていた針も返却しており、今後は作業後に針の数を数えることとしている。

岩城　敏夫　様～昨日、高橋洋子様のお茶を間違って飲んでしまうことあり。そのことについて、「みんなが自分を落としいれようとしている」と被害的に話していたと、青風荘スタッフより情報提供あり。本日、デイナイトケア来所後はそのような発言はきかれない。周囲とのトラブルがないよう観察・介入を行なっていく。

赤坂　順市　様～本日、遅れて来所している。その旨について本人から連絡は無かった為、定時までに必ず連絡が欲しい事説明しているが、理解は表面的。また、無断で青陽館から出て外（自販機付近）で過ごしている事があり、それについても一声かけてから行くように説明している。

＜退院前療養検討会報告＞

関下　悟様（44）男性　　統合失調症・アルコール依存症　　担当医：田名部Dr

今回入院日：平成22年3月21日

退院予定日：平成22年7月2日

外来予定日：1回/週（月曜日）

社会資源

生活保護　　　　　　受給中

精神障害者福祉手帳　2級受給中

自立支援医療　　　　受給中

障害年金　　　　　　受給要件なし

病歴・病状

· 平成9年に発症。飲酒と病状悪化を繰り返し、八戸赤十字病院、湊病院、松平病院への入退院を重ねている。飲酒のきっかけは、仕事に対するストレス。

· 入院当初は、「殺せ」などの幻聴や周囲への暴力行為がみられていたが、現在は陰性症状が強く、意欲低下や思考の貧困がある。

· 今までは、地域で過ごす中でスタッフとの信頼関係が上手く作れなかったということがあり、自分の悩みや感情うまくを伝えられないということを、飲酒をすることによって表現してしまう。

· 田名部Drに対しては、「話を聞いてくれている」という気持ちを抱いている様子。

· 表面的に聞いただけでは、大事な部分は話そうとしない為、日々の関わり方や関係作りが重要になってくる。

· 権力に対する反発心が強く、仕事をしていても、周囲が言えない不満を本人が代弁するかのように反発的な行動を取ることがあったという。また、眼鏡をかけていなかったために作業能率が落ちた時のことを、「あの時は眼鏡をかけていなかったからなのに、分かってもらえない」と不満を話すことがあったとのこと。

· 治療プログラム取り組み内容については、言われた事については素直に行っている。アルコール依存治療プログラムでは、自己の内面を深く振り返るような内容はせず、統合失調症への理解を含めた内容で実施している。

· 退院後、AAへの参加を希望されている。

退院までの流れ

6/24（木）14：00　うみねこ幸房見学

　　　　　16：00　ナイトケア見学（病棟スタッフ付き添い）

　　　　　※見学後、利用する意思があるか確認し病棟よりPSWへ連絡

6/25（金）不動産契約（鍵受け取り）

　　　　　※ライフラインは退院後より開始

　　　　　※御家族様より単独外出許可書について記入依頼予定

　　　　　荷物搬入

　　　　　退院前訪問指導（高橋SGM　山田PSW）

6/26（土）　単独外出（主治医へ確認）

6/27（日）　部屋の片付け（青明舎スタッフに協力依頼予定）

6/28（月）　家具・生活品搬入

6/29（火）　荷物搬入予備日（可能であれば退院前訪問指導）

7/1（金）酒歴発表

7/2（土）退院予定日

八木橋　牧雄様（51）男性　アルコール依存症　　担当医：田名部Dr

退院予定日：平成22年6月26日（変更なし）

· 25日に外泊訓練を実施し退院となる。退院後は大家さんが知り合いであるという理由から家賃4万5千円ほどのアパートで単身生活。

· 現在の貯金額は約90万円だが、生活費に回して底を尽きた場合は生活保護に切り替える予定。

· 社会資源の導入に関しては、デイナイトケア・訪問看護について「スタッフに会ってみないと分からない」と話されている。また、青明舎に関しては、金銭的な部分で問題が生じないと積極的な介入は出来ないとのこと。

· 明日、デイナイトケア見学予定。本人、周囲の活動性によってモチベーションが大きく変化する為、活動性の低い現在のデイナイトケアを見学することによって、利用意欲の低下が考えられる。

· 以前ナイトケアを利用していたが、通所できていたのは約1ヶ月程であり、青陽館への定期的な通所は、スタッフや担当医から動機付けするようなアプローチがない限り難しいと思われる。

· ＡＡや断酒会については「飲みたいとは思わない。」とのことで、通う意志は限りなくゼロに近い。心理チームからの意見として、単身生活となるとスリップする可能性は高く、仲間とのつながりを持つためにも自助グループには参加した方がいいのではとアドバイスしている。

· 不安や焦りを感じている様子が窺えるが、それについてスタッフが扱おうとすると、ごまかそうとするような態度が見られる。

＜外来情報＞

松川　順子　様～体調は大丈夫とのこと。

上川原　豊　様～頭部の湿疹は出来たり消えたりすると話されている。6/17はデイケアを休んでストーブの修理をして貰ったとのこと。

種本　サハ　様～明日、バス券の更新をしてくると話されている。膝の痛みは続いているとのこと。

下口　政子　様～デイケアでも周囲が自分のことを言っているのではないかと気になるとのこと。活動はきちんと行うよう説明している。

村上　元道　様～今朝、メロンパンを食べた後から胸が締め付けられる感じがしたと話されている。心電図検査しているが異常なし。メロンパンで胃もたれしたのではないかとのことで、ファモチジン処方している。

澤口　直美　様～水様の鼻汁あり。手足の震えがあるとのことで、タスモリン処方となっている。また、にきび用の軟膏も処方あり。6/28（月）10：00知能検査予定。

東山　　昇　様～デイケアは自分から利用希望して退所したので、再利用は言い出しにくいとのこと。病院を変えたいとのことで、紹介状希望している。変更理由について問うと、「嫌いだから。誰とは言わないけど、かわいくないから」と話されている。

















































